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スポーツにおける
多様性

一人一人がありのままの自分で暮らせる社会をめざして
　普段の生活の中で、例えば次のような出来事が
あったとします。

　さて、Ａさんはなぜ不思議な顔をしたのでしょう
か。皆さんはどのようなことを考えますか。

　実は、この大工はＡさんの「母親」だったのです。
　Ｂさんは、大工は男性の仕事であるという固定観
念から、重傷を負ったのはＡさんの父親であると思
い込んでしまっていたのです。
　私たちはこれまで生活してきた中で、Ｂさんのよ
うに「～だから、きっと～だろう」という捉え方を
知らず知らずのうちに持たされてはいないでしょう
か。そうした思い込みや偏見が、時には自分や人を
生きづらくさせていることがあります。
　性別や生まれ育った場所、障がいの有無、国籍な
どで生きにくさを感じることなく、誰もがありのまま
の自分で暮らせる社会をめざしていきたいですね。
　今回のあけぼのでは、その思いを大切に活動して
いる人たちの姿を通して、私たち一人一人が自分の
中にある思い込みや偏見に気付き、ありのままの自
分で暮らせる社会をつくるために、何ができるのか
を共に考えていきたいと思います。

　今年は東京2020オリンピック・パラリンピッ
クが開催されます。
　皆さんは、女性選手の参加が認められたのは
いつからか知っていますか。これは近代オリン
ピックとして再開されてから４年後の明治33
(1900)年第２回パリ大会からです。それでは、
全競技で女性選手の参加が可能になったのはいつ
からかご存知でしょうか。冬季大会では平成14
(2002)年ソルトレークシティ大会から、夏季大
会では平成24(2012)年ロンドン大会からでし
た。第１回アテネ大会から実に100年以上が経過
していました。
　パラリンピックでは、夏季大会は昭和35
(1960)年ローマ大会が、冬季大会は昭和51
(1976)年インスブルック大会が第１回大会と認
定されています。しかし、オリンピックと同一の
都市で開催されるようになったのは、夏季大会で
は昭和63(1988)年ソウル大会、冬季大会では平
成４(1992)年アルベールビル大会からでした。

このように、今では当たり前と思われていること
でも、変遷を重ねてきた歴史があります。
　東京2020大会の大会ビジョンには、３つの基
本コンセプトが掲げられていて、そのうちの一
つが「多様性と調和」です。これは、オリン
ピック憲章の根本原則に基づき、人種、肌の
色、性別、性的指向、言語、宗教、政治、障が
いの有無などあらゆる違いを互いに認め合うこ
とで、世界中の人々が多様性と調和の重要性を
あらためて認識し、共生社会を育むきっかけと
なる大会にするという思いが込められていま
す。多様な人々が参加することで「スポーツを
通して心と体を鍛え、文化・国籍といったさま
ざまな違いを乗り越え、友情や連帯感、フェア
プレーの精神を持って互いに理解し合うこと
で、世界のさまざまな国の人が交流し、平和で
よりよい社会を築いていこう」というオリンピ
ズム(オリンピック精神)をよりいっそう広げてい
ける機会となるのではないでしょうか。
　オリンピック・パラリンピックをきっかけ
に、多様性の観点からもスポーツを考えていけ
ればと思います。

　ある日、家を建てている最中にとても強
い風が吹き、大工が屋根から落下し重傷を
負う事故が起こりました。知らせを聞いた
その大工の娘Ａさんは大変なショックを受
けました。その日の朝も、Ａさんが作った
お弁当を渡しながら、来週一緒にドライブ
に行く約束をしたところでした。
　事故からしばらくして、人づてに事故の
ことを聞いたＢさんから「お気の毒に、し
ばらくはお母さんと二人で力を合わせて頑
張ってね」と言われました。Ａさんは
「えっ？」と不思議な顔をしました。


